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• 演習問題 5.4 (2) について解説する。

lim
n→∞

n2

3n
を求めたい。予想としては 0 だが，これをはさみう

ちの定理を用いて示す。

• 極限値が 0 であることを示すには次のような f(n)を見つけ
ればよい。
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• f(n)が次を満たすとき (1) が満たされる。

f(n) < 3n, f(n) は 3 以上の多項式

• 2 項定理を用いて f(n)を見つける。
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なので nCi は n の i 次式になっていることに注意する。
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となるが，
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となり示される。

• 必要な次数の多項式を見つければ演習問題 5.4 の他の問題も
同様にできる。

• 演習問題 5.5 (3) について解説する。どう「無理化」するかが
問題である。

(x+ y)(x− y) = x2 − y2

を用いてもうまくいかない。3乗根を消すためには 3乗をつ
くる必要がある。

x3 − y3 = (x− y)(x2 + xy + y2)

を用いる。
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• 演習問題 5.11 (1),(3) を考える。次図を参考に
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x→+0
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x
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を示す。
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x > 0とする。

△OPA の面積 <扇形 OPA の面積 < △OTA の面積

である。それぞれの面積を計算すると
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これより分母の 2をはらい，逆数をとれば
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x → +0 のとき cos x → 1だから lim
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x
= 1 が成立す

る。

• n ≤ t < n+ 1 となる自然数 n をとる。
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ここで例 5.8 と演習問題 5.8より
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であり，t → ∞ のとき n → ∞ となるので
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となる。


